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新
し
い
春
を
迎
え
て

、
今
後
を
み
つ
め
る

　　
　
　
　
　
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
　
藤
の
里

　
　
　
　
　
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
　
藤
の
里
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
恵
子

　
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
に
は
三
度
目
の
春

、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
は
初
め
て
の
春
を
迎
え

て
い
ま
す

。

 
昨
年

、
春
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
お
墓
参
り
に
行
く

と

、
去
年
の
お
葬
式
の
時
と
同
じ
よ
う
な
満
開
の
桜
の
花
に
出
会
い

、
涙
が
思
わ
ず
湧

い
て
し
ま
い
ま
し
た

。
手
を
合
わ
せ
な
が
ら

「
待
っ
て
て
く
れ
た
ん
で
す
ね

」

「
ず
っ
ー

と
忘
れ
ま
せ
ん
よ

」
と
語
り
か
け
て
き
ま
し
た

。

同
じ
よ
う
に

、
昨
年
暮
れ
に
亡
く
な
っ
た
方
の
初
彼
岸
で

、
お
墓
参
り
に
行
っ
た
時

も

、

「
入
所
と
入
居
の
皆
様
が
健
康
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
お
守
り
下
さ
い

」
と
お
願
い

し
て
き
ま
し
た

。

 
加
須
市
の
〝
こ
い
の
ぼ
り
基
金
〟
の
こ
い
の
ぼ
り
に

「
藤
の
里
の
皆
さ
ん
が
健
康
で

暮
ら
せ

、
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元
気
で
空
を
飛
び
た
い

」
と
祈
り
を
書
き
ま
し
た

。

毎
日
の
介
護
を
見
て
い
る
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
皆
様
と
職
員
が
だ
ん
だ
ん
一
体
化

し
て
く
る
よ
う
で
生
き
が
い
で
も
あ
り

、
倖
せ
を
感
じ
て
い
ま
す

。

 
さ
て

、
現
実
は

、
身
近
な
介
護
保
険
法
の
改
正
が
あ
り

、
介
護
の
業
界
も
新
し
く
様

変
わ
り
を
し
て
い
ま
す

。
一
割
負
担
額
の
変
更
等

、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
部
分
ば
か

り
に

、
目
が
い
き
が
ち
で
す
が

、
基
本
と
な
る
介
護
の
内
容
を
見
る
と

、
サ
ー

ビ
ス
の

多
様
化

、
適
正
な
サ
ー

ビ
ス
の
取
捨
選
択
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

、
間
口
も
奥
行
き
に
も
広

が
り
が
み
ら
れ
て

、
充
実
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
を
荷
負
う
各
々
専
門
職
同
志
の
連
携
が
大
切
で
す
し

、
本
当
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス

を
必
要
な
量
だ
け
使
う
と
い
う
ダ
イ
エ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
し
て
ゆ
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す

。

 
前
に
お
伝
え
し
て
い
た
よ
う
に
四
月
一
日
よ
り
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
は

、
地
域
密
着
型

サ
ー

ビ
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ

、
指
定
及
び
指
導
権
限
が
市
町
村
に
移
行
し
ま
し
た

。
さ

ら
に

「
運
営
推
進
会
議

」
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り

、

「
藤
の
里

」
で
も
騎
西
町

と
家
族
会
に
は
か
り

、
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す

。
こ
れ
は

、
一
つ
に
は
介
護
を
閉
鎖

的
に
せ
ず
開
か
れ
た
も
の
に
し
て
い
き
な
が
ら

、
地
域
と
の
密
着
を
深
め

、
信
頼
関
係

を
築
い
て
ゆ
く
た
め
の
も
の
で
す

。

介
護
の
向
上
と
資
質
の
確
保
の
為
に
管
理
者
・
看
護
職
員
・
介
護
職
員
等

、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
従
業
者
に
対
し
て
の
研
修
に
と
て
い
き
ま
す

。
基
礎
研
修
・
フ
ァ
ー

ス
ト
ス

テ

ッ
プ
・
セ
カ
ン
ド
ス
テ

ッ
プ
と
進
む
わ
け
で
す
が

、
知
識
を
習
得
し
職
場
に
戻
っ
た

時

、
そ
の
知
識
を
有
効
に
活
か
せ
る
場
所
の
提
供
が
私
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

。

 
気
持
ち
や
技
術
・
知
識
に
ゆ
と
り
も
っ
て
事
に
の
ぞ
め
ば
精
神
衛
生
上
と
て
も
良
い

仕
事

（
介
護

）
が
出
来
る
は
ず
で
す

。

 
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
加
し
て
ゆ
く
中
で

、
制
度
が
ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
て

も

、
後
ろ
を
向
く
こ
と
な
く

、
ゆ
っ
く
り
確
実
に
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
も
の
で
す

。
こ
ん

な
に
多
く
の
人
達
が
"
藤
の
里
〟
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
も
の

、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。



「 父 の こ と 」 長　　女

　８７歳になった父は、藤の里にお世話になって、３年になりました。
入所前より顔色もよく、表情も穏やかになり、家族も、安心しております。
思えば、母が平成９年に亡くなってからの父の、心境を考えると母の代わり
には、不足でも、命ある限り父との時間を、大切に、大切に日々過ごしてい
きたいと、考えております。
職員の皆様、お世話になります。

職員から：衣装ケースにシールにて品名を貼らせて頂き、洗濯物の出し入れの

混乱を取り除いたり、夜勤の際は、寝支度 ・ 寝具などを促し ・ 介助

し穏やかに入眠できる様に、いつも心掛けています。 （職員H ．I ）

「　母　」 長　　女
　
　

　　　　　昭和６０年

職員から：　入居当初は嫌い（魚）なものがあったのですが、入居者同士の会話で

少しずつ慣れて、煮魚を食べれるように克服し見た目で変化している

様子が伺えます。 　　　　　　　　 （職員T．I）
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 大正14年7月生まれの母は、今年の誕生日で81歳になります。
 東京は新宿で商人の長女として生まれ、今日まで都会暮らしで育った母
は同じ商人の長男であった父と結婚。３人の子供をもうけ舅、姑、弟（父の
弟たち）たちとの同居で苦労もあったはずですが、私達が幼い頃、手作り
のお菓子や、小物などで喜ばせてくれました。又、毎年必らず家族で旅行
に出かけました。今のように車も紙オムツもない時代でしたので、電車で
布オムツも持参して、それは大変だったと思いますが、私達子供にとって
は良い思い出をつくってくれたと感謝してます。
 妹や私も嫁ぎ、父、母、兄の３人で仲良く暮らしていた平成元年、突然兄
を亡くし（たった１人の息子でしたので）ガックリしていましたが、それでも父
と２人で旅に出たり友人とスイミングに通ったりして心の傷を癒していたの
でしょう。が、平成１４年９月にその父にも先立たれてピンと張っていた糸
がプツンと切れてしまい、毎日の生活が不安になってきて、何をしてもイラ
イラすることが多くなり、ウツ病と診断されてしまいました。東京でのマン
ションの１人暮らしは無理ということで、“幸手”に住んでいる我が家に来て
もらいましたが、何せ、年をとってから初めての土地での暮らしには、無理
がありました。情緒が不安定になり、少しの間でも１人にしておけなくなっ
たのです。そこで昨年の７月からこの「藤の里」にお世話になったわけで
す。本人なりの不満はあるようですが、時間のある時は必らず顔を見せ、
休みの時には、外出や、旅行に連れ出しています。いろいろ文句が言える
ようになったのも、毎日の生活が以前よりも安心して送れるようになったか
らだと思います。スタッフの皆様にもいろいろとお気遣いいただき、感謝し
ております。
ありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。



この方はいったい誰でしょう？

避難 ・ 消防訓練　　２月 １５日 　　　　　　　　　　　　　食べている方も ・・・・。

　　　　　

入居者の方も消火作業！

　　　　　グループホーム・ショート

　　　　　　　　

ひな祭り　　３月 ３日

　 　　　 チラシ寿司　　　　　桜餅・あられ・甘酒

　

　梅見　　（散歩兼ねて）　

　　ホーム近所にて
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 節分の日　２月 ３日

　　　　逃げている方もいますが

ステイ合同防災訓練。

男女問わず、彦星 ・ 織姫になって、
担当を決めて、春の曲を演奏しまし
た。そのなかで、お手玉を使って歌と
踊りも交えてひな祭りをお祝いしまし
た。



　絵手紙　　（ショートステイにて） 習字（日中レク）

　祐里の会　慰問　　３月 １９日

サイバイノー　　ありがとうコンサート

桜見　　４月 ３日～ ５日 　玉敷神社 ・ 中央公園
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　最後は、ひとり、ひとりとお話しをして、
手と手を取り合って、「また、夏にお会い
しましょう」と約束をされ、閉幕いたしまし
た。

熊谷のさくらホールへ行きました。
モンゴルの子供達の一生懸命な演劇に涙ぐむ
人もいました。

満開の桜の花の下　　皆さん目を細めて楽しまれていました。また来年も来ましょうね。







活動的な春が来ました。自然に目を向け外で活動しましょう。

2006年　　4月　1日現在 平均年齢 　　　83.66歳　　　　平均介護度 2.3
第一の法則 （最近の出来事をまったく忘れてしまう）            H17 １ 月号掲載
第二の法則 （症状の出現強度に関する法則） ４ 月号掲載 　
第三の法則 （自己有利の法則） ７ 月号掲載
第四の法則 （まだらぼけの法則） 10月号掲載
第五の法則 （感情残像の法則）            H18 １ 月号掲載

第六の法則 （こだわりの法則）

ひとつの事にこだわり始めるといつまでもこだわり続ける。
タンスのひきだしから着物をだしはじめて、やがて毎日ひろげる。そんな事が繰り返される
と片付ける家族はたまりません。
しかし無くなったのではないかと心配になり、目の前に広げて安心しているのです。広げた
着物をかたづけてしまうと不安になってまた引きだします。
このような時は、そのままにしておくほうがいいのです。

　　　　　高齢者の症状
・　お風呂になかなか入らない
・　夜中に目覚めて朝だと思い込み、「早くごはんのしたくして」という

　　　　　介護者の心理
・　よその人に高齢者の様子みられたらみっともないと思う
・　お風呂に入らないから不潔で困る
・　家の中が散らかっていて「あの家の人は何してるんだ」と言われるのがつらい

　　　　　対応のヒント
・　差しつかえのないこと（けがしたり命の危険がないこと）であったらそのままにしておく
・　散らかっても汚れても気にすることはないとわりきれば楽になる
・　こだわっていることから別のことに関心を向ける
・　第三者に登場してもらう（医師、学校の先生など） K ．U

　　　費用内容

　　　どなたにもご負担いただく分（１日当り）

{個別にご利用された方のみ頂く分}
ドライクリー グニン 代 実費
理美容代 実費
送迎（片道） １８４円
*その他費用が発生する場合は前もって提示いたします
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ケ ア マ ネ ノ ー ト  NO.8

グループホーム藤の里料金改正

こんなこともできます

このように変わりました。よろしくお願いします。

ショートステイ藤の里料金改正



ご ぞ ん じ で す か !!
よく噛んで、美顔＆ダイエット

『 編 集 後 記 』
　やっと寒い時期が過ぎ、これからは暖かい陽気に変わり、利用者様と一緒に外出したり外での
行事が多くなります。家族会の皆様、また、関係者の方々、参加の程宜しくお願いいたします。

    T ． I

※　　藤崎様が３月８日に退所されまして、そのあとに矢嶋様が入居されました。
　　　 小峰様がショートステイに移られ、宮田様がグループホームに入居されました。

編集発行人
北埼玉郡騎西町鴻茎2168-1・2  　　　ホームページ http://www.2943.jp
有限会社　フクシ　 メ－ルアドレス　group_home_fujinosato@yahoo.co.jp　

グループホーム「藤の里」 TEL　0480-73-2943
ショートステイ　「藤の里」 TEL　0480-73-8294 担当：石原 　　
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 このほかにも思いもつかない働きをする成分が入っています。それは、皮膚の一番外側の表皮を成長さ
せるホルモンと、神経を成長させる N G F 、 E G F というホルモンです。
 歯の表面のエナメル質も皮膚と親戚関係にありますから、子供の場合唾液が出ないと歯がきれいに成
長しません。
 また、皮膚 ・ 胃腸 ・ 口腔 ・ 粘膜 ・ 血管など、人間の上皮組織の成長にもホルモンが一役買っており唾
液が出なくなると全身の神経の発達も悪くなってしまいます。
 さらに、アメリカとスウェーデンの研究グループが、老化にともなう記憶障害を改善する働きがこのホル
モンにあることを発見して、認知症の対策として注目されています。
 このホルモンは主に顎下腺から分泌されますが、動物実験で雄ラットの顎下腺を摘出すると精子が減少
するという研究報告が多数なされており、唾液の分泌は生殖機能にも関係していると考えられているの
です。
 かれらホルモンは、歯 ・ 骨 ・ 筋肉 ・ 細胞と細胞をつないでいる結合組織 ・ 血管などを強くする働きが
ありますから、よく噛んで唾液をたくさん出す習慣をつければ、若返るとまではいかなくとも、老化のス
ピードをかなりセーブできると考えられています。
 「年齢に関係なく筋肉は使わなければ萎縮するが、使えば使うほど発達する」といったのは、ドイツの解
剖学者ウィルヘルム・ルーです。

M ．A

肥満を防ごうとするなら、脳を満足させる食べ方をする。
 人間は体のすべて脳がコントロールしています。どんな感覚も、
体のあらゆる部位から脳へ伝えられたときに初めて感じることがで
きるのです。
 胃が満腹信号を発信するには、まずよく噛む事が大切。噛む事で
信号が脳の満腹中枢に伝わり食べすぎを抑えられるからです。
 信号が脳に届くには時間がかかるため、よく噛まない人は適量を
とったあとにもまだ満腹感が得られず、つい食べすぎてしまいま
す。ですから、ゆっくり噛んで食べる事が大切です。

一口最低 ３０回噛めば、脳に信号が届き、適量で満腹中枢が「お
腹一杯」という指令を出してくれます。
 また、よく噛まないと食べ物の味わいを舌のセンサーがキャッチ
できません。そのため、つい濃い味わいを求めがちで生活習慣病
につながります。
 肥満の原因には食べ過ぎのほかにもう一つ。吸収された栄養素
がうまく代謝されず蓄積されることです。
 これはよく噛まないために食欲を抑える筋肉のヒスタミン分泌がう
まく働かず、内臓脂肪の分解がスムーズに行われないからです。
 ものを噛みはじめると、噛まない状態に比べて ３ ～ ４倍も唾液
の分泌が盛んになります。唾液は食べものを飲み込む助けをする
だけでなく、消化吸収を助けるアミラーゼやプロアテーゼなどの酵
素をたくさん含んでいます。

http://www.2943.jp/

	表紙
	08-2.pdf
	2

	08-3.pdf
	3

	08-4.pdf
	4

	08-5.pdf
	5

	08-6.pdf
	6

	08-7.pdf
	７

	08-8.pdf
	８




